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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
  ヘアコンディショニング組成物が、
  ａ）シリコーンポリマーであって、
      ｉ．１つ以上の第四級基、
      ｉｉ．２００超～５００個のシロキサン単位を含む少なくとも１つのシリコーンブ
ロック、
      ｉｉｉ．少なくとも１つのポリアルキレンオキシド構造ユニット、及び
      ｉｖ．少なくとも１つの末端エステル基、を含み、
      前記シリコーンポリマーが、５００ｍＰａ．ｓ～１０，０００ｍＰａ．ｓの粘度を
有し、
      前記シリコーンポリマーが、１マイクロメートル未満の粒径を有する予備乳化され
た分散液であり、かつ、以下の式（Ｉａ）又は（Ｉｂ）によって規定される化学構造：
  Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（ＮＲ2－Ａ－Ｅ－Ａ’－ＮＲ2

）－Ｙ－］k－Ｍ（Ｉａ）
（式中、
  ｍは、平均値で０．０１～１０であり、
  ｋは、平均値で０～１０であり、
  Ｍは、－ＯＣ（Ｏ）－Ｚであり、
　式中、Ｚは、１０～１８個の炭素原子を有する炭化水素鎖であり、
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Ａ及びＡ’のそれぞれは、独立して、単結合、又は最大１０個の炭素原子及び１つ以上の
ヘテロ原子を有する二価の有機基から選択され、
  Ｅは、次の一般式：
  －［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］q－［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］r－［ＣＨ2ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）Ｏ］s－
  のポリアルキレンオキシド基であり、
  ここで
  ｑ＝０～５０であり、
  ｒ＝０～５０であり、
　ｑ＋ｒは少なくとも１であり、
  ｓ＝０であり、
  ｑ＋ｒ＋ｓ＝１～１００であり、
  Ｒは、最大２２個の炭素原子及び任意に１つ以上のヘテロ原子を有する一価の有機基か
ら選択され、窒素原子における遊離原子価は炭素原子に結合され、Ｒ2はメチルであり、
  Ｙは、次式：
  －Ｋ－Ｓ－Ｋ－及び－Ａ－Ｅ－Ａ’－又は－Ａ’－Ｅ－Ａ－の基であり、
  ここで
  Ｓ＝
【化１】

であり、式中、Ｒ1＝Ｃ1～Ｃ22－アルキル、Ｃ1～Ｃ22－フルオルアルキル又はアリール
であり、
  ｎ＝３００～５００であり、
  Ｋは、－Ｏ－により任意に中断され、かつ－ＯＨで任意に置換される、二価又は三価の
直鎖、環状、及び／又は分岐状のＣ2～Ｃ40炭化水素残基であり、
  式中、Ｔは、二価の直鎖、環状、又は分岐状Ｃ1～Ｃ20炭化水素ラジカルから選択され
る）、
　Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（Ｎ+Ｒ2

2－Ａ－Ｅ－Ａ’－Ｎ+

Ｒ2
2）－Ｙ－］k－Ｍ（Ｉｂ）

（式中、
  ｍは、平均値で０．０１～１０であり、
  ｋは、平均値で０～１０であり、
  Ｍは、－ＯＣ（Ｏ）－Ｚであり、
　式中、Ｚは、１０～１８個の炭素原子を有する炭化水素鎖であり、
  Ａ及びＡ’のそれぞれは、独立して、単結合、又は最大１０個の炭素原子及び１つ以上
のヘテロ原子を有する二価の有機基から選択され、
  Ｅは、次の一般式：
  －［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］q－［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］r－［ＣＨ2ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）Ｏ］s－
  のポリアルキレンオキシド基であり、
  ここで  ｑ＝０～５０であり、
  ｒ＝０～５０であり、
  ｓ＝０であり、
　ｑ＋ｒは、少なくとも１であり、
  ｑ＋ｒ＋ｓ＝１～１００であり、
  Ｒは、最大２２個の炭素原子及び任意に１つ以上のヘテロ原子を有する一価の有機基か
ら選択され、窒素原子における遊離原子価は炭素原子に結合され、Ｒ2は、メチルであり
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、
  Ｙは、次式：
  －Ｋ－Ｓ－Ｋ－及び－Ａ－Ｅ－Ａ’－又は－Ａ’－Ｅ－Ａ－の基であり、
  ここで
  Ｓ＝
【化２】

であり、式中、Ｒ1＝Ｃ1～Ｃ22－アルキル、Ｃ1～Ｃ22－フルオルアルキル、又はアリー
ルであり、
  ｎ＝３００～５００であり、
  Ｋは、－Ｏ－により任意に中断され、かつ－ＯＨで任意に置換される、二価若しくは三
価の直鎖、環状、及び／又は分岐状のＣ2～Ｃ40炭化水素残基であり、
  式中、Ｔは、二価の直鎖、環状、又は分岐状Ｃ1～Ｃ20炭化水素ラジカルから選択され
る）、
を有する、シリコーンポリマーと、
  ｂ）ゲルマトリックスであって、
      ｉ．カチオン性界面活性剤、
      ｉｉ．高融点脂肪族化合物、及び
      ｉｉｉ．水性キャリア、を含む、ゲルマトリックスと、
  を含み、該組成物がシリコーンコポリオールを含まない、ヘアコンディショニング組成
物。
【請求項２】
  前記シリコーンブロックが、３００～５００個のシロキサン単位を含む、請求項１に記
載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項３】
  前記シリコーンポリマーが、前記組成物の０．０５重量％～１５重量％の量で存在する
、請求項１又は２に記載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項４】
  前記シリコーンポリマーが、前記組成物の０．１重量％～１０重量％の量で存在する、
請求項１又は２に記載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項５】
  前記シリコーンポリマーが、前記組成物の０．１５重量％～５重量％の量で存在する、
請求項１又は２に記載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項６】
  前記－Ｋ－Ｓ－Ｋ－部分中のＫ残基が同一であるか又は異なっており、かつＣ－Ｓｉ結
合を介して残基Ｓのケイ素原子に結合する、請求項１～５のいずれか１項に記載のヘアコ
ンディショニング組成物。
【請求項７】
  前記シリコーンポリマーが、５００～５０００ｍＰａ．ｓの粘度を伴う、請求項１～６
のいずれか一項に記載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項８】
  前記カチオン性界面活性剤が、前記組成物の０．１重量％～１０重量％の量で存在する
、請求項１～７のいずれか一項に記載のヘアコンディショニング組成物。
【請求項９】
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  毛髪又は皮膚に改善されたコンディショニング効果をもたらす方法であって、前記毛髪
又は皮膚に、請求項１～８のいずれか一項に記載のヘアコンディショニング組成物を塗布
する工程を含む、方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  シリコーンポリマー及びゲルマトリックスを含むヘアコンディショニング組成物が提供
される。該シリコーンポリマーは、例えば、最大１００，０００ｍＰａ．ｓのより低い粘
度を有し、これは、本組成物がシリコーンブレンドを必要とせずに、傷んだ毛髪及び傷ん
でいない毛髪の両方に滑らかな感触及び摩擦の軽減等の改善されたコンディショニング効
果をもたらすことを可能にする。該シリコーンポリマーは、約１マイクロメートル未満の
粒径を有する予備乳化された分散液であり得る。
【背景技術】
【０００２】
  シリコーンポリマーは、ヘアケア、特に毛髪へのコンディショニング効果の提供におい
て、戦略的に重要な材料である。ヒト毛髪は、例えば、シャンプー、櫛ですく、パーマネ
ントウェーブ、及び／又は毛染めによって傷む。このような傷んだ毛髪は、多くの場合、
傷んでいない又は傷みが少ない毛髪と比べて、親水性のままでありかつ／又は、特に毛髪
を乾かすときに、滑らかでない状態である。アミン－及び四級官能基と結合する、シリコ
ーン及びアルキレンオキシド（例えば、エチレンオキシド及びプロピレンオキシド基（Ｅ
Ｏ／ＰＯ））のブロックからなるシリコーンポリマーは、傷んだ毛髪の親水性を中和する
ために使用されている。シリコーンブロックが、コンディショニング及び潤滑性に貢献す
る一方で、ポリマー鎖に含まれるアミン－及び四級官能基は、すすぎ中の付着を更に促進
する。特に、最適なコンディショニング性は、２００個超のＤ単位を有するシリコーンブ
ロックで観察されている。しかしながら、これらの材料は一般に、未希釈材料のときに高
い粘度を有する。所望のコンディショニング効果を得るために、これらのシリコーンポリ
マーは従来、シリコーンコポリオール又は他の希釈剤若しくは溶媒とブレンドして使用さ
れている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
  上記に基づき、更により改善されたコンディショニング効果（例えば滑らかな感触及び
摩擦の軽減等）を濡れた毛髪及び乾いた毛髪に与えるヘアコンディショニング組成物の必
要性が存在する。更に、傷んだ毛髪におけるコンディショニング効果を改善する、ヘアコ
ンディショニング組成物の必要性が存在する。
【０００４】
  また、シリコーンポリマーと組み合わせる追加のブレンド材料の必要性を最低限にしな
がらも、従来のブレンド材料よりも低いコスト及び複雑性で上記効果の組み合わせをもた
らす組成物の必要性も存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
  理論によって束縛されることなく、本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成
物中の低粘度シリコーンポリマーは、シリコーンブレンドの必要性を排除する一方で、傷
んだ毛髪及び傷んでいない毛髪の両方に改善されたコンディショニング効果をもたらす。
これらの効果は、シリコーンポリマーが、約１マイクロメートル未満の粒径を有する予備
乳化された分散液であるときに増強される。一実施形態では、本明細書に記載されるヘア
コンディショニング組成物中の予備乳化低粘度シリコーンポリマーは、より少ないシリコ
ーンポリマーを使用して改善されたコンディショニングをもたらす。
【０００６】
  一実施形態によると、本ヘアコンディショニング組成物は、シリコーンポリマーであっ
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て、１つ以上の第四級基、２００個を超えるシロキサン単位を含む少なくとも１つのシリ
コーンブロック、少なくとも１つのポリアルキレンオキシド構造ユニット、及び少なくと
も１つの末端エステル基、を含み、該シリコーンポリマーが、最大１００，０００ｍＰａ
．ｓの粘度を有し、該シリコーンポリマーが、約１マイクロメートル未満の粒径を有する
予備乳化された分散液である、シリコーンポリマーを含み得、本ヘアコンディショニング
組成物は、カチオン性界面活性剤、高融点脂肪族化合物、及び水性キャリアを含むゲルマ
トリックスを含む。
【０００７】
  本発明の実施形態によって提供されるこれらの及び追加的な特徴は、以下の「発明を実
施するための形態」を考慮してより完全に理解されるであろう。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
  パーソナルケア組成物（例えば、ヘアコンディショニング組成物）の構成成分を以下に
説明する。本明細書に記載されるパーソナルケア組成物の実施形態で有用な、種々の任意
かつ好ましい構成成分の非排他的な説明も含まれる。本明細書は、本発明を具体的に示し
かつ明確に主張する特許請求の範囲で完結するが、本明細書に記載されるパーソナルケア
組成物は、以下の説明からよりよく理解されると考えられる。
【０００９】
  全ての百分率、部、及び比は、特に規定のない限り、本明細書に記載される組成物の総
重量に基づく。列記される成分に関するとき、このような重量は全て、特に規定のない限
り、活性物質のレベルに基づき、したがって、市販の材料に含まれ得る溶媒又は副生成物
を含まないものとする。「重量パーセント」という用語は、本明細書において「重量％」
と表記される場合がある。
【００１０】
  本明細書で用いられる全ての分子量は、特に規定のない限り、グラム／モルで表される
重量平均分子量である。
【００１１】
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物の組成物及び方法／プロセスは、本明細書
に記載される本発明の必須要素及び制限事項、並びに本明細書に記載される追加若しくは
任意の成分、構成成分、工程、又は制限事項のいずれかを含み得、これらからなることが
でき、これらから本質的になることができる。
【００１２】
  本明細書において、「混合物」は、材料の単純な組み合わせと、それらの組み合わせか
ら生じ得るあらゆる化合物とを含むよう意図される。
【００１３】
  本明細書で用いるとき、「しるし」は、テキスト及び／又は図を含む識別マークを意味
する。
【００１４】
  本明細書で用いるとき、「画像」は、物体の写真、図、及び／又はその他画像表示を意
味する。
【００１５】
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物の実施形態は、最大１００，００
０ｍＰａ．ｓの粘度を有するシリコーンポリマーを含む。これらの組成物は、第四級基を
含有するシリコーンポリマーをゲルマトリックスと混合する工程を含む方法によって調製
される。
【００１６】
  傷んだ毛髪は、傷んでいない及び／又は傷みが少ない毛髪と比較して、疎水性が低い。
毛髪の疎水性を改善することによって、ヘアコンディショニング組成物は、毛髪に改善さ
れた滑らかな感触と摩擦の軽減をもたらすことができると考えられる。また、毛髪の疎水
性の改善は、本明細書に記載されるパーソナルケア組成物のいくつかの他の好ましい特徴
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、例えば、シリコーン及び／又はカチオン性界面活性剤等の追加の材料の使用によっても
たらされることができると考えられる。更に、理論に制限されることなく、疎水性の改善
により、周囲環境の湿度に対する毛髪の許容度が改善され、それによって、雨及び／又は
湿度の高い日の縮れ及び／又ははね上がりが軽減されると考えられる。
【００１７】
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、約２～約９、あるいは約３～
約７のｐＨを有する。
【００１８】
  Ａ．第四級基を含有するシリコーンポリマー
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物は、最大１００，０００ｍＰａ．ｓの粘度
を有する低粘度シリコーンポリマーを含み得る。理論によって束縛されることなく、この
低粘度シリコーンポリマーは、シリコーンブレンドの必要性を排除する一方で、滑らかな
感触、摩擦の低減、及び毛髪の傷みの防止等の改善されたコンディショニング効果をもた
らす。
【００１９】
  構造的に、該シリコーンポリマーは、１つ以上の第四級アンモニウム基、２００個を超
えるシロキサン単位を含む少なくとも１つのシリコーンブロック、少なくとも１つのポリ
アルキレンオキシド構造ユニット、及び少なくとも１つの末端エステル基、を含む、ポリ
オルガノシロキサン化合物である。１つ又は２つ以上の実施形態では、シリコーンブロッ
クは、３００～５００個のシロキサン単位を含み得る。
【００２０】
  シリコーンポリマーは、本組成物の約０．０５重量％～約１５重量％、あるいは約０．
１重量％～約１０重量％、あるいは約０．１５重量％～約５重量％、あるいは約０．２重
量％～約４重量％の量で存在する。
【００２１】
  好ましい実施形態では、本発明によるポリオルガノシロキサン化合物は、一般式（Ｉａ
）及び（Ｉｂ）を有する。
  Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（ＮＲ2－Ａ－Ｅ－Ａ'－ＮＲ2）
－Ｙ－］k－Ｍ        （Ｉａ）
  Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（Ｎ+Ｒ2

2－Ａ－Ｅ－Ａ'－Ｎ+Ｒ
2
2）－Ｙ－］k－Ｍ    （Ｉｂ）

  式中、
  ｍは、０超、好ましくは０．０１～１００、より好ましくは０．１～１００、更により
好ましくは１～１００、具体的には１～５０、より具体的には１～２０、更により具体的
には１～１０であり、
  ｋは、０であるか、又は平均値で０超～５０、又はあるいは１～２０、又はあるいは１
～１０であり、
  Ｍは、
  －ＯＣ（Ｏ）－Ｚ
  －ＯＳ（Ｏ）2－Ｚ
  －ＯＳ（Ｏ2）Ｏ－Ｚ
  －ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）ＯＨ
  －ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）2

  から選択される末端エステル基を含む、末端基を表し、式中、Ｚは、最大４０個の炭素
原子を有し、任意に１つ以上のヘテロ原子を含む、一価の有機残基から選択される。
【００２２】
  Ａ及びＡ'は、それぞれ互いに独立して、単結合、又は最大１０個の炭素原子及び１つ
以上のヘテロ原子を有する二価の有機基から選択され、
  Ｅは、一般式：
  －［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］q－［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］r－［ＣＨ2ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）Ｏ］s－の
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ポリアルキレンオキシド基であり、
  式中、ｑ＝０～２００であり、ｒ＝０～２００であり、ｓ＝０～２００であり、ｑ＋ｒ
＋ｓ＝１～６００である。
【００２３】
  Ｒ2は、水素又はＲから選択され、
  Ｒは、最大２２個の炭素原子及び任意に１つ以上のヘテロ原子を有する一価の有機基か
ら選択され、窒素原子の遊離原子価は炭素原子に結合しており、
  Ｙは、式：
  －Ｋ－Ｓ－Ｋ－及び－Ａ－Ｅ－Ａ’－又は－Ａ’－Ｅ－Ａ－の基であり、
  ここで
  Ｓ＝
【００２４】
【化１】

　であり、式中、Ｒ１＝Ｃ1～Ｃ22－アルキル、Ｃ1～Ｃ22－フルオルアルキル（fluoralk
yl）、又はアリールであり、ｎ＝２００～１０００であり、ポリオルガノシロキサン化合
物中にいくつかのＳ基が存在する場合、これらは同一であるか又は異なっていてもよい。
【００２５】
  Ｋは、－Ｏ－、－ＮＨ－、三価のＮ、－ＮＲ1－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－により
任意に中断され、かつ－ＯＨで任意に置換される、二価又は三価の直鎖、環状、及び／又
は分岐状のＣ2～Ｃ40炭化水素残基であり、式中、Ｒ1は、上に定義された通りであり、
  Ｔは、最大２０個の炭素原子及び１つ以上のヘテロ原子を有する二価の有機基から選択
される。
【００２６】
  残基Ｋは、互いに同一であるか又は異なっていてもよい。－Ｋ－Ｓ－Ｋ－部分において
、残基Ｋは、Ｃ－Ｓｉ結合を介して残基Ｓのケイ素原子に結合する。
【００２７】
  ポリオルガノシロキサン化合物中のアミン基（－（ＮＲ2－Ａ－Ｅ－Ａ'－ＮＲ2）－）
の存在の可能性のため、これらは、有機酸又は無機酸によるこのようなアミン基のプロト
ン化から生じるプロトン化アンモニウム基を有する場合がある。このような化合物は、本
発明によるポリオルガノシロキサン化合物の酸付加塩と称される場合がある。
【００２８】
  好ましい一実施形態では、第四級アンモニウム基ｂ）と末端エステル基ｃ）のモル比は
、１００：２０未満であり、更により好ましくは１００：３０未満であり、最も好ましく
は１００：５０未満である。この比は、13Ｃ－ＮＭＲによって決定することができる。
【００２９】
  更なる実施形態では、ポリオルガノシロキサン組成物は、
  Ａ）ａ）少なくとも１つのポリオルガノシロキサン基、ｂ）少なくとも１つの第四級ア
ンモニウム基、ｃ）少なくとも１つの末端エステル基、及びｄ）少なくとも１つのポリア
ルキレンオキシド基（上に定義された通り）を含む、少なくとも１つのポリオルガノシロ
キサン化合物と、
  Ｂ）Ａ）とは異なる少なくとも１つの末端エステル基を含む少なくとも１つのポリオル
ガノシロキサン化合物と、を含み得る。
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【００３０】
  構成成分Ａ）の定義において、本発明のポリオルガノシロキサン化合物の説明を参照す
ることができる。ポリオルガノシロキサン化合物Ｂ）は、第四級アンモニウム基を含まな
いという点で、ポリオルガノシロキサン化合物Ａ）と選択的に異なる。好ましいポリオル
ガノシロキサン化合物Ｂ）は、一官能性有機酸、特にカルボン酸と、ビスエポキシドを含
有するポリオルガノシロキサンとの反応から生じる。
【００３１】
  本発明によるポリオルガノシロキサン組成物中、化合物Ａ）と化合物Ｂ）の重量比は、
代案として９０：１０未満である。又は換言すれば、構成成分Ｂ）の含有量は、少なくと
も１０重量パーセントである。本発明によるポリオルガノシロキサン組成物の更に好まし
い一実施形態では、化合物Ａ）において、第四級アンモニウム基ｂ）と末端エステル基ｃ
）のモル比は、１００：１０未満であり、更により好ましくは１００：１５未満であり、
最も好ましくは１００：２０未満である。
【００３２】
  シリコーンポリマーは、２０℃及び０．１ｓ-1の剪断速度（プレート－プレートシステ
ム、プレート直径４０ｍｍ、間隙幅０．５ｍｍ）において１００，０００ｍＰａ．ｓ（１
００Ｐａ．ｓ）未満の粘度を有する。更なる実施形態では、未希釈シリコーンポリマーの
粘度は、５００～１００，０００ｍＰａ．ｓ、又はあるいは５００～７０，０００ｍＰａ
．ｓ、又はあるいは５００～５０，０００ｍＰａ．ｓ、又はあるいは５００～２０，００
０ｍＰａ．ｓの範囲であり得る。更なる実施形態では、未希釈ポリマーの粘度は、２０℃
及び０．１ｓ-1の剪断速度で判定されて５００～１０，０００ｍＰａ．ｓ、又はあるいは
５００～５０００ｍＰａ．ｓの範囲であり得る。
【００３３】
  上記のシリコーンポリマーに加えて、以下の好ましい組成物を以下に提供する。例えば
、一般式：
  －［ＣＨ2ＣＨ2Ｏ］q－［ＣＨ2ＣＨ（ＣＨ3）Ｏ］r－［ＣＨ2ＣＨ（Ｃ2Ｈ5）Ｏ］s－
  のポリアルキレンオキシド基Ｅにおいて、式中、ｑ、ｒ、及びｓの指数は、次の通り定
義することができる。
  ｑは、０～２００、又はあるいは０～１００、又はあるいは０～５０、又はあるいは０
～２０であり、
  ｒは、０～２００、又はあるいは０～１００、又はあるいは０～５０、又はあるいは０
～２０であり、
  ｓは、０～２００、又はあるいは０～１００、又はあるいは０～５０、又はあるいは０
～２０であり、
  ｑ＋ｒ＋ｓは、１～６００、又はあるいは１～１００、又はあるいは１～５０、又はあ
るいは１～４０である。
【００３４】
  一般式Ｓを有するポリオルガノシロキサン構造単位では、
【００３５】
【化２】

Ｒ1＝Ｃ1～Ｃ22－アルキル、Ｃ1～Ｃ22－フルオルアルキル、又はアリールであり、ｎ＝
２００～１０００、又はあるいは３００～５００であり、Ｋ（－Ｋ－Ｓ－Ｋ－基中）は、
あるいは、－Ｏ－、－ＮＨ－、三価のＮ、－ＮＲ1－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｃ（Ｓ）－によ
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り任意に中断され、かつ－ＯＨで任意に置換される、二価又は三価の直鎖、環状、又は分
岐状のＣ2～Ｃ20炭化水素残基である。
【００３６】
  特定の実施形態では、Ｒ1は、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ18フルオロアルキル、及び
アリールである。更に、Ｒ1は、あるいは、Ｃ1～Ｃ18アルキル、Ｃ1～Ｃ6フルオロアルキ
ル、及びアリールである。更に、Ｒ1は、あるいは、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6フルオ
ロアルキル、あるいはＣ1～Ｃ4フルオロアルキル、及びフェニルである。最も代案として
、Ｒ1は、メチル、エチル、トリフルオロプロピル、及びフェニルである。
【００３７】
  本明細書で用いるとき、「Ｃ1～Ｃ22アルキル」という用語は、直鎖又は分岐状であっ
てもよい１～２２個の炭素原子を脂肪族炭化水素基が保有することを意味する。メチル、
エチル、プロピル、ｎ－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、ノニル、デシル、ウン
デシル、イソプロピル、ネオペンチル、及び１，２，３－トリメチルヘキシル部分が例で
ある。
【００３８】
  更に、本明細書で用いるとき、「Ｃ1～Ｃ22フルオロアルキル」という用語は、直鎖又
は分岐状であってもよく、少なくとも１個のフッ素原子で置換される、１～２２個の炭素
原子を有する脂肪族炭化水素化合物を意味する。モノフルオルメチル（Monofluormethyl
）、モノフルオロエチル、１，１，１－トリフルオルエチル（trifluorethyl）、ペルフ
ルオロエチル、１，１，１－トリフルオロプロピル、１，２，２－トリフルオロブチルが
好適な例である。
【００３９】
  更に、「アリール」という用語は、非置換、又はＯＨ、Ｆ、Ｃｌ、ＣＦ3で１回若しく
は数回フェニル置換された、Ｃ1～Ｃ6アルキル、Ｃ1～Ｃ6アルコキシ、Ｃ3～Ｃ7シクロア
ルキル、Ｃ2～Ｃ6アルケニル、又はフェニルを意味する。アリールは、ナフチルを意味す
る場合もある。
【００４０】
  ポリオルガノシロキサンの実施形態では、アンモニウム基（複数可）から生じる正電荷
は、クロリド、ブロミド、硫酸水素塩、硫酸塩等の無機アニオン、又は、Ｃ1～Ｃ30カル
ボン酸から誘導されるカルボン酸塩、例えば酢酸塩、プロピオン酸塩、オクタン酸塩、特
にＣ10～Ｃ18カルボン酸から誘導されるカルボン酸塩、例えばデカン酸塩、ドデカン酸塩
、テトラデカン酸塩、ヘキサデカン酸塩、オクタデカン酸塩、及びオレイン酸塩、アルキ
ルポリエーテルカルボン酸塩、アルキルスルホン酸塩、アリールスルホン酸塩、アルキル
アリールスルホン酸塩、アルキル硫酸塩、アルキルポリエーテル硫酸塩、リン酸モノアル
キル／アリールエステル及びリン酸ジアルキル／アリールエステルから誘導されるリン酸
塩のような有機アニオンで中和される。ポリオルガノシロキサン化合物の特性は、とりわ
け、使用される酸の選択に基づいて修飾され得る。
【００４１】
  第四級アンモニウム基は通常、モノカルボン酸及び二官能性ジハロゲンアルキル化合物
の存在下で、特にジエポキシド（ビスエポキシドと称されることもある）から選択される
アルキル化剤とジ第三級アミンを反応させることによって生成される。
【００４２】
  好ましい一実施形態では、ポリオルガノシロキサン化合物は、一般式（Ｉａ）及び（Ｉ
ｂ）のものであり、
  Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（ＮＲ2－Ａ－Ｅ－Ａ'－ＮＲ2）
－Ｙ－］k－Ｍ        （Ｉａ）
  Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（Ｎ+Ｒ2

2－Ａ－Ｅ－Ａ'－Ｎ+Ｒ
2
2）－Ｙ－］k－Ｍ    （Ｉｂ）

  式中、各基は上に定義された通りであるが、反復単位は統計的配列である（すなわち、
ブロック様配列ではない）。
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【００４３】
  更に好ましい一実施形態では、ポリオルガノシロキサン化合物は、一般式（ＩＩａ）又
は（ＩＩｂ）のものであってもよく、
  Ｍ－Ｙ－［－Ｎ+Ｒ2－Ｙ－］m－［－（ＮＲ2－Ａ－Ｅ－Ａ'－ＮＲ2）－Ｙ－］k－Ｍ   
     （ＩＩａ）
  Ｍ－Ｙ－［－Ｎ+Ｒ2－Ｙ－］m－［－（Ｎ+Ｒ2

2－Ａ－Ｅ－Ａ'－Ｎ+Ｒ2
2）－Ｙ－］k－

Ｍ      （ＩＩｂ）
  式中、各基は上に定義された通りである。また、このような式中、反復単位は通常、統
計的配列である（すなわち、ブロック様配列ではない）。
【００４４】
  式中、上に定義した通り、Ｍは、
  －ＯＣ（Ｏ）－Ｚ、
  －ＯＳ（Ｏ）2－Ｚ
  －ＯＳ（Ｏ2）Ｏ－Ｚ
  －ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）ＯＨ
  －ＯＰ（Ｏ）（Ｏ－Ｚ）2である。
【００４５】
  Ｚは、直鎖、環状、分岐状の飽和若しくは不飽和Ｃ1～Ｃ20、又はあるいはＣ2～Ｃ18、
又はあるいは炭化水素ラジカルであり、これは、１つ又は２つ以上の－Ｏ－、又は－Ｃ（
Ｏ）－により中断され、－ＯＨで置換される場合がある。特定の一実施形態では、Ｍは、
具体的には例えばドデカン酸等のように１０個を超える炭素原子を有する通常のカルボン
酸から生じる－ＯＣ（Ｏ）－Ｚである。
【００４６】
  更なる実施形態では、ポリオルガノシロキサンを含有する反復基－Ｋ－Ｓ－Ｋ－とポリ
アルキレン反復基－Ａ－Ｅ－Ａ’－又は－Ａ’－Ｅ－Ａ－のモル比は、１００：１～１：
１００、又はあるいは２０：１～１：２０、又はあるいは１０：１～１：１０である。
【００４７】
  －（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－基中、Ｒは、１つ又は２つ以上の－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－に
より中断され得、かつ－ＯＨで置換され得る、一価の直鎖、環状、又は分岐状のＣ1～Ｃ2

0炭化水素ラジカルを表し得、Ｔは、－Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）－により中断され得、かつヒド
ロキシルで置換され得る、二価の直鎖、環状、又は分岐状のＣ1～Ｃ20炭化水素ラジカル
を表し得る。
【００４８】
  第四級アンモニウム官能基及びエステル官能基を含む上記のポリオルガノシロキサン化
合物は、１）第四級アンモニウム官能基を含有しエステル官能基を含有しない個別の分子
、２）第四級アンモニウム官能基及びエステル官能基を含有する分子、及び３）エステル
官能基を含有し第四級アンモニウム官能基を含有しない分子、を含有する場合もある。構
造に限定されないが、第四級アンモニウム官能基及びエステル官能基を含む上記のポリオ
ルガノシロキサン化合物は、ある特定の平均量及び比の両方の部分を含む分子の混合物と
して理解されるものとする。
【００４９】
  種々の一官能性有機酸を用いてエステルを得ることができる。例示的な実施形態は、Ｃ

1～Ｃ30カルボン酸、例えばＣ2、Ｃ3、Ｃ8酸、Ｃ10～Ｃ18カルボン酸、例えばＣ12、Ｃ14

、Ｃ16酸、飽和、不飽和、及びヒドロキシル官能化Ｃ18酸、アルキルポリエーテルカルボ
ン酸、アルキルスルホン酸、アリールスルホン酸、アルキルアリールスルホン酸、アルキ
ル硫酸、アルキルポリエーテル硫酸、リン酸モノアルキル／アリールエステル、並びにリ
ン酸ジアルキル／アリールエステルを含む。
【００５０】
  コンディショナー基剤に添加する前にシリコーンポリマーを小粒子エマルション（１マ
イクロメートル未満）中に予備分散させることによって、更なる性能改善を得ることがで
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きる。
【００５１】
  本特許出願における「エマルション」という用語は、コンディショナー組成物の構成成
分のうちの１つとして別々に調製され、使用される、シリコーンポリマーの安定したいか
なるエマルション又は分散液をも説明する。
【００５２】
  「安定した」とは、エマルションの粘度、粒径、及び他の重要な特質が、梱包、保管、
及び輸送中にプレエマルションが曝露される典型的な温度、水分、圧力、剪断、光、及び
他の環境条件への曝露下で、合理的な時間にわたって著しく変化しないことを意味する。
【００５３】
  小粒子エマルションの作製は、コンディショニング組成物に添加する前にシリコーンポ
リマーを予備乳化することを必要とする場合がある。作製方法の非限定的な例を以下に提
供する。全ての脂溶性成分を容器内で混合する。熱を加えて混合物を液化させてもよい。
全ての水溶性成分を別の容器内で混合し、油相とほぼ同じ温度まで加熱する。油相及び水
相を高剪断ミキサ（例えば、Ｔｕｒｒａｘミキサ、ＩＫＡ製）で混合する。シリコーンポ
リマーの粒径は、約０．０１μｍ～約５μｍ、あるいは０．０５μｍ～約１μｍ、あるい
は約０．１μｍ～約０．５μｍの範囲内である。所望の粒径を得るために高エネルギー混
合装置を用いてもよい。高エネルギー混合装置としては、Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｚｅｒ
（Ｍｉｃｒｏｆｌｕｉｄｉｃｓ  Ｃｏｒｐ．製）、Ｓｏｎｏｌａｔｏｒ（Ｓｏｎｉｃ  Ｃ
ｏｒｐ．製）、Ｃｏｌｌｏｉｄ  ｍｉｌｌ（Ｓｏｎｉｃ  Ｃｏｒｐ．製）が挙げられるが
、これらに限定されない。
【００５４】
  各シリコーンについて選択され得る乳化剤は、乳化剤の親水性－親油性バランス値（Ｈ
ＬＢ値）が指針となり得る。ＨＬＢ値の好適な範囲は、６～１６、あるいは８～１４であ
り得る。１０より高いＨＬＢを有する乳化剤は、水溶性である。低いＨＬＢを有する乳化
剤は、脂溶性である。好適なＨＬＢ値を得るために、２つ以上の乳化剤の混合物を使用し
てもよい。好適な乳化剤としては、非イオン性、カチオン性、アニオン性、及び両性の乳
化剤が挙げられる。
【００５５】
  エマルション中の乳化剤の濃度及びシリコーンポリマーの乳化は、所望の粒径及びエマ
ルション安定性を得るのに十分である必要があり、概して、例えば約０．１重量％～約５
０重量％、約１重量％～約３０重量％、約２重量％～約２０重量％の範囲である。
【００５６】
  シリコーンの予備乳化された分散液の使用は、（ｉ）エマルション中のシリコーンの小
さな粒径は、より均一な付着をもたらし、島様のまばらな付着を低減させる、及び（ｉｉ
）より均一な付着は、毛髪／皮膚表面の滑らかさ、容易な櫛通り、及び向上した毛髪のボ
リュームをもたらすのにより有利である、といった複数の利点を提示し得る。
【００５７】
  Ｂ．ゲルマトリックス
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物は、カチオン性界面活性剤、高融点脂肪族
化合物、及び水性キャリアを含むゲルマトリックスを含み得る。カチオン性界面活性剤は
、高融点脂肪族化合物、及び水性キャリアと共に、種々のコンディショニング効果、特に
濡れた毛髪での滑りやすくツルツルした感触をもたらすのに好適なゲルマトリックスを提
供する。したがって、第四級基を含有するシリコーンポリマー（上記）及びゲルマトリッ
クスは共にコンディショニング効果をもたらすので、組み合わされると、個別の構成成分
と比較して、向上した機能性を付与することができる。
【００５８】
  上記のゲルマトリックスを提供する観点から、上記のコンディショニング効果、特に濡
れた毛髪での滑りやすくツルツルした感触をもたらすことを考慮すると、カチオン性界面
活性剤及び高融点脂肪族化合物は、カチオン性界面活性剤と高融点脂肪族化合物のモル比
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が代案として約１：１～約１：１０、あるいは約１：２～約１：６、又は約１：１～約１
：４の範囲内になるようなレベルで含有される。本明細書に記載される例示的な組成物は
、任意の成分（例えば、シリコーン）が添加され得る層状ゲルマトリックスを含むゲルマ
トリックスを、本組成物の約６０重量％～約９９重量％、あるいは約７０重量％～約９５
重量％、あるいは約８０重量％～約９５重量％含み得る。
【００５９】
  １．カチオン性界面活性剤
  本明細書に記載される組成物は、カチオン性界面活性剤を含み得る。カチオン性界面活
性剤は、式（ＸＩＩＩ）を有するモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩であり、
【００６０】
【化３】

　式中、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73、及びＲ74のうちの１つは、約１６～約３０個の炭素原子の脂
肪族基、又は最大約３０個の炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシアルキレ
ン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、若しくはアルキルアリール基から
選択され、Ｒ71、Ｒ72、Ｒ73、及びＲ74のうちの残りは、独立して、約１～約８個の炭素
原子の脂肪族基、又は最大約８個の炭素原子を有する芳香族、アルコキシ、ポリオキシア
ルキレン、アルキルアミド、ヒドロキシアルキル、アリール、若しくはアルキルアリール
基から選択され、Ｘ-は、ハロゲン（例えば、クロリド、ブロミド）ラジカル、酢酸塩ラ
ジカル、クエン酸塩ラジカル、乳酸塩ラジカル、グリコール酸塩ラジカル、リン酸塩ラジ
カル、硝酸塩ラジカル、スルホン酸塩ラジカル、硫酸塩ラジカル、アルキル硫酸塩ラジカ
ル、グルタミン酸塩ラジカル、及びアルキルスルホン酸塩ラジカルから選択されるもの等
の塩形成アニオンである。脂肪族基は、炭素原子及び水素原子に加えて、エーテル結合、
及びアミノ基等の他の基を含有することができる。より長鎖の脂肪族基、例えば、炭素数
が約１６個以上のものは、飽和であっても不飽和であってもよい。あるいは、Ｒ71、Ｒ72

、Ｒ73、及びＲ74のうちの１つは、約１６～約３０個の炭素原子、あるいは約１８～約２
６個の炭素原子、更にあるいは約２２個～の炭素原子のアルキル基から選択され、Ｒ71、
Ｒ72、Ｒ73、及びＲ74のうちの残りは、独立して、ＣＨ3、Ｃ2Ｈ5、Ｃ2Ｈ4ＯＨ、ＣＨ2Ｃ

6Ｈ5、及びこれらの混合物からなる群から選択され、（Ｘ）は、Ｃｌ、Ｂｒ、ＣＨ3ＯＳ
Ｏ3、及びこれらの混合物からなる群から選択される。このようなモノ長鎖アルキル四級
化アンモニウム塩は、多長鎖アルキル四級化アンモニウム塩と比較して、濡れた毛髪での
改善された滑りやすくツルツルした感触をもたらすことができると考えられる。モノ長鎖
アルキル四級化アンモニウム塩は、アミン又はアミン塩カチオン性界面活性剤と比較して
、乾燥した毛髪での改善された疎水性及び滑らかな感触をもたらすことができるとも考え
られる。
【００６１】
  このようなモノ長鎖アルキル四級化アンモニウム塩カチオン性界面活性剤の非限定的な
例としては、例えば、Ｃｌａｒｉａｎｔから商標名Ｇｅｎａｍｉｎｅ  ＫＤＭＰで、Ｃｒ
ｏｄａから商標名ＩＮＣＲＯＱＵＡＴ  ＴＭＣ－８０で、そしてＳａｎｙｏ  Ｋａｓｅｉ
からＥＣＯＮＯＬ  ＴＭ２２で入手可能なベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド；例
えば、Ｎｉｋｋｏ  Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商標名ＣＡ－２４５０で入手可能なステアリ
ルトリメチルアンモニウムクロリド；例えば、Ｎｉｋｋｏ  Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから商標
名ＣＡ－２３５０で入手可能なセチルトリメチルアンモニウムクロリド；ＦｅｉＸｉａｎ
ｇから入手可能なベヘニルトリメチルアンモニウムメチルサルフェート；水素添加タロー
アルキルトリメチルアンモニウムクロリド；ステアリルジメチルベンジルアンモニウムク
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ロリド；及びステアロイルアミドプロピルジメチルベンジルアンモニウムクロリドが挙げ
られる。
【００６２】
  これらのうち、より好ましいカチオン性界面活性剤は、より長鎖のアルキル基、すなわ
ち、Ｃ22アルキル基を有するものである。このようなカチオン性界面活性剤としては、例
えば、ベヘニルトリメチルアンモニウムクロリド及びベヘニルトリメチルアンモニウムメ
チルサルフェートが挙げられる。より長鎖のアルキル基を有するカチオン性界面活性剤は
、より短鎖のアルキル基を有するカチオン性界面活性剤と比較して、乾いた毛髪での疎水
性を改善すると考えられる。より短鎖のアルキル基を有するカチオン性界面活性剤と比較
して、長鎖アルキル基を有するカチオン性界面活性剤は、本明細書に記載されるパーソナ
ルケア組成物のポリオールエステルと組み合わされると、毛髪に、特に傷んだ毛髪に改善
された疎水性をもたらすことができるとも考えられる。あるいは、適切な長さのアルキル
基を有するカチオン性界面活性剤は、長すぎるアルキル基を有するカチオン性界面活性剤
と比較して、濡れた毛髪での滑りやすくツルツルした感触を改善すると考えられる。した
がって、長鎖アルキル基のうちＣ22アルキル基を選択することで、乾いた毛髪での疎水性
の改善と、濡れた毛髪での滑りやすくツルツルした感触の改善とのバランスがとれた効果
をもたらすと考えられる。
【００６３】
  本明細書に記載される組成物は、本組成物の約０．１重量％～約１０重量％、あるいは
約１重量％～約８重量％、更にあるいは約１．５重量％～約５重量％の量のカチオン性界
面活性剤を含み得る。
【００６４】
  ２．高融点脂肪族化合物
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、高融点脂肪族化合物を含み得
る。本明細書で有用な高融点脂肪族化合物は、２５℃以上の融点を有し、脂肪族アルコー
ル、脂肪酸、脂肪族アルコール誘導体、脂肪酸誘導体、及びこれらの混合物からなる群か
ら選択される。本明細書のこの項に開示される化合物が、場合によっては１つより多い分
類に属する場合がある（例えば、いくつかの脂肪族アルコール誘導体は、脂肪酸誘導体と
しても分類され得る）ことは、当業者により理解される。しかしながら、所定の分類は、
その特定の化合物を限定することを意図するものではなく、分類及び命名法の便宜上その
ようになされている。更に、二重結合の数及び位置、並びに分岐の長さ及び位置に応じて
、ある特定の必要な炭素原子を有するある特定の化合物が、約２５℃未満の融点を有し得
ることは、当業者により理解される。このような低融点の化合物は、この項に含まれない
ことが意図される。高融点化合物の非限定的な例は、Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ  Ｃｏ
ｓｍｅｔｉｃ  Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ  Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ，Ｆｉｆｔｈ  Ｅｄｉｔｉ
ｏｎ，１９９３、及びＣＴＦＡ  Ｃｏｓｍｅｔｉｃ  Ｉｎｇｒｅｄｉｅｎｔ  Ｈａｎｄｂ
ｏｏｋ，Ｓｅｃｏｎｄ  Ｅｄｉｔｉｏｎ，１９９２に見出される。
【００６５】
  高融点脂肪族化合物は、本組成物の約０．１重量％～約２０重量％、あるいは約１重量
％～約１０重量％、更にあるいは約２重量％～約８重量％のレベルで本組成物中に含まれ
得る。
【００６６】
  本明細書で有用な脂肪族アルコールは、約１４～約３０個の炭素原子、あるいは約１６
～約２２個の炭素原子を有するものである。これらの脂肪族アルコールは飽和しており、
直鎖又は分岐鎖のアルコールであり得る。脂肪族アルコールの非限定例としては、セチル
アルコール、ステアリルアルコール、ベヘニルアルコール、及びこれらの混合物が挙げら
れる。
【００６７】
  本明細書で有用な脂肪酸は、約１０～約３０個の炭素原子、あるいは約１２～約２２個
の炭素原子、あるいは約１６～約２２個の炭素原子を有するものである。これらの脂肪酸
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は飽和しており、直鎖又は分岐鎖の酸であり得る。また、本明細書の要件を満たす、二酸
、三酸、及び他の多酸も包含される。また本明細書には、これらの脂肪酸の塩も包含され
る。脂肪酸の非限定例としては、ラウリン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、
セバシン酸、及びこれらの混合物が挙げられる。
【００６８】
  本明細書で有用な脂肪族アルコール誘導体及び脂肪酸誘導体としては、脂肪族アルコー
ルのアルキルエーテル、アルコキシル化脂肪族アルコール、アルコキシル化脂肪族アルコ
ールのアルキルエーテル、脂肪族アルコールのエステル、エステル化可能なヒドロキシ基
を有する化合物の脂肪酸エステル、ヒドロキシ置換脂肪酸、及びこれらの混合物が挙げら
れる。脂肪族アルコール誘導体及び脂肪酸誘導体の非限定例としては、メチルステアリル
エーテル等の物質；セチルアルコールのエチレングリコールエーテルである、セテス－１
～セテス－４５等のセテスシリーズの化合物（ここで、数の呼び名は、存在するエチレン
グリコール部分の数を示す）；ステアレスアルコールのエチレングリコールエーテルであ
る、ステアレス－１～ステアレス－１０等のステアレスシリーズの化合物（ここで、数の
呼び名は、存在するエチレングリコール部分の数を示す）；セテアレスアルコールのエチ
レングリコールエーテル、すなわち、セチル及びステアリルアルコールを主に含有する脂
肪族アルコールの混合物である、セテアレス１～セテアレス－１０（ここで、数の呼び名
は、存在するエチレングリコール部分の数を示す）；前述のセテス、ステアレス、及びセ
テアレス化合物のＣ1～Ｃ30アルキルエーテル；ベヘニルアルコールのポリオキシエチレ
ンエーテル；エチルステアレート、セチルステアレート、セチルパルミテート、ステアリ
ルステアレート、ミリスチルミリステート、ポリオキシエチレンセチルエーテルステアレ
ート、ポリオキシエチレンステアリルエーテルステアレート、ポリオキシエチレンラウリ
ルエーテルステアレート、エチレングリコールモノステアレート、ポリオキシエチレンモ
ノステアレート、ポリオキシエチレンジステアレート、プロピレングリコールモノステア
レート、プロピレングリコールジステアレート、トリメチロールプロパンジステアレート
、ソルビタンステアレート、ポリグリセリルステアレート、グリセリルモノステアレート
、グリセリルジステアレート、グリセリルトリステアレート、及びこれらの混合物が挙げ
られる。
【００６９】
  高純度の単一化合物の高融点脂肪族化合物が好ましい。純粋なセチルアルコール、ステ
アリルアルコール、及びベヘニルアルコールの群から選択される、純粋な脂肪族アルコー
ルの単一化合物が非常に好ましい。本明細書において「純粋な」とは、化合物が少なくと
も約９０％、あるいは少なくとも約９５％の純度を有することを意味する。これら高純度
の単一化合物は、消費者が組成物をすすぎ落とすときに、毛髪からの良好な洗い流しやす
さをもたらす。
【００７０】
  本明細書に有用な市販の高融点脂肪族化合物としては、Ｓｈｉｎ  Ｎｉｈｏｎ  Ｒｉｋ
ａ（Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ）から入手可能な商標名ＫＯＮＯＬシリーズ、及びＮＯＦ（
Ｔｏｋｙｏ，Ｊａｐａｎ）から入手可能なＮＡＡシリーズを有する、セチルアルコール、
ステアリルアルコール、及びベヘニルアルコール；ＷＡＫＯ（Ｏｓａｋａ，Ｊａｐａｎ）
から入手可能な商標名１－ＤＯＣＯＳＡＮＯＬを有する高純度ベヘニルアルコール、Ａｋ
ｚｏ（Ｃｈｉｃａｇｏ，Ｉｌｌｉｎｏｉｓ  ＵＳＡ）から入手可能な商標名ＮＥＯ－ＦＡ
Ｔ、Ｗｉｔｃｏ  Ｃｏｒｐ．（Ｄｕｂｌｉｎ，Ｏｈｉｏ  ＵＳＡ）から入手可能なＨＹＳ
ＴＲＥＮＥ、及びＶｅｖｙ（Ｇｅｎｏｖａ，Ｉｔａｌｙ）から入手可能なＤＥＲＭＡを有
する様々な脂肪酸が挙げられる。
【００７１】
  ３．水性キャリア
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、水性キャリアを含む。このキ
ャリアのレベル及び種は、他の構成成分との適合性及び製品の他の所望の特性に従って選
択される。
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【００７２】
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物に有用なキャリアとしては、水、並びに低
級アルキルアルコール及び多価アルコールの水溶液が挙げられる。本明細書で有用な低級
アルキルアルコールは、約１～約６個の炭素を有する一価アルコール、あるいはエタノー
ル及びイソプロパノールである。本明細書で有用な多価アルコールとしては、プロピレン
グリコール、ヘキシレングリコール、グリセリン、及びプロパンジオールが挙げられる。
【００７３】
  あるいは、水性キャリアは実質的に水である。脱イオン水が代わりに使用される。製品
の所望の特質に応じて、ミネラルカチオンを含む天然源の水も使用され得る。概して、本
明細書に記載される組成物は、約２０％～約９５％、あるいは約３０％～約９２％、ある
いは約５０％～約９０％の水を含み得る。
【００７４】
  Ｃ．追加の構成成分
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物は、最終製品の所望の特質に応じて当業者
が選択することができ、かつ組成物をより化粧用若しくは美容用として許容可能にするた
めに、又は組成物に追加の使用効果をもたらすために好適な、他の追加の構成成分を含み
得る。このような他の追加の構成成分は、概して、本組成物の約０．００１重量％～約１
０重量％、あるいは最大５重量％のレベルで個別に使用される。
【００７５】
  広範な他の追加の構成成分が、本組成物中に配合され得る。これらとしては、Ｈｏｒｍ
ｅｌから商標名Ｐｅｐｔｅｉｎ  ２０００で入手可能な加水分解コラーゲン、水溶性及び
非水溶性のビタミン、例えばビタミンＡ、Ｄ、Ｂ1、Ｂ2、Ｂ6、Ｂ12、Ｃ、ビオチン、Ｅ
ｉｓａｉから商標名Ｅｍｉｘ－ｄで入手可能なビタミンＥ、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパ
ンテノール、パントテン酸、Ｒｏｃｈｅから入手可能なパンテニルエチルエーテル、及び
これらの誘導体等の他のコンディショニング剤；加水分解ケラチン、タンパク質、植物抽
出物、及び栄養素；Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから商標名Ｖａｒｏｎｉｃ  ＡＰＭで入手可
能なＰＰＧ－３ミリスチルエーテル、トリメチルペンタノールヒドロキシエチルエーテル
、Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから商標名Ｖａｒｏｎｉｃ  ＡＰＳで入手可能なＰＰＧ－１１
ステアリルエーテル、Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから商標名Ｔｅｇｏｓｏｆｔ  ＳＨで入手
可能なステアリルヘプタノエート、Ｇｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから入手可能なラクチル（La
ctil）（乳酸ナトリウム、ＰＣＡナトリウム、グリシン、フルクトース、尿素、ナイアシ
ンアミド、グルコサミン、イノシトール、安息香酸ナトリウム、及び乳酸の混合物）、乳
酸ナトリウム、ＰＣＡナトリウム、グリシン、フルクトース、尿素、ナイアシンアミド、
グルコサミン、イノシトール、安息香酸ナトリウム、乳酸、Ｎｉｓｈｉｎ  Ｓｅｉｙｕか
ら商標名Ｓａｒａｃｏｓで入手可能かつＧｏｌｄｓｃｈｍｉｄｔから商標名Ｔｅｇｏｓｏ
ｆｔ  ＯＰで入手可能なエチルヘキシルパルミチン酸塩等の皮膚軟化剤；両性固定剤ポリ
マー、カチオン性固定剤ポリマー、アニオン性固定剤ポリマー、非イオン性固定剤ポリマ
ー、及びシリコーングラフトコポリマー等の毛髪固定剤ポリマー；ベンジルアルコール、
メチルパラベン、プロピルパラベン、及びイミダゾリジニル尿素等の防腐剤；クエン酸、
クエン酸ナトリウム、コハク酸、リン酸、水酸化ナトリウム、炭酸ナトリウム等のｐＨ調
整剤；酢酸カリウム及び塩化ナトリウム等の塩全般；ＦＤ＆Ｃ又はＤ＆Ｃ染料、酸化染料
、及び干渉顔料のいずれか等の着色剤；過酸化水素、過ホウ酸塩及び過硫酸塩、炭酸塩等
の毛髪酸化（脱色）剤；チオグリコール酸塩等の毛髪還元剤；香料；並びにエチレンジア
ミン四酢酸二ナトリウム等の金属イオン封鎖剤；サリチル酸オクチル等の紫外線及び赤外
線遮断及び吸収剤；抗菌剤；懸濁剤；粘度改質剤；不揮発性溶媒又は希釈剤（水溶性及び
非水溶性）、真珠光沢助剤、起泡増進剤、追加の界面活性剤若しくは非イオン性補助界面
活性剤、殺シラミ剤（pediculocide）、キレート剤、皮膚活性剤、日焼け止め剤、ＵＶ吸
収剤、並びに、アスパラギン、アラニン、インドール、グルタミン酸、チロシン、トリプ
タミン、及びこれらの塩等の水溶性及び非水溶性アミノ酸；並びに、ジンクピリチオン、
ピリジンチオン塩、アゾール、クリンバゾール、オクトピロックス、サリチル酸、硫化セ
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レン、粒子状硫黄、これらの混合物等のふけ防止剤が挙げられる。
【００７６】
  １．シリコーン
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物は、第四級基を含有するシリコーンポリマ
ーに加えて、シリコーン化合物を更に含み得る。シリコーン化合物は、本組成物の約０．
１重量％～約１０重量％、あるいは約０．２５重量％～約８重量％、更にあるいは約０．
５重量％～約３重量％の量で含まれ得る。
【００７７】
  本明細書のシリコーン化合物は、揮発性可溶性若しくは不溶性、又は不揮発性可溶性若
しくは不溶性のシリコーンコンディショニング剤を含んでよい。可溶性とは、シリコーン
化合物が組成物のキャリアと、同一相の一部を形成するように、混和性であることを意味
する。不溶性とは、シリコーンが、キャリアから分離した不連続相を、例えば、シリコー
ンの液滴の乳濁液又は懸濁液の形態で形成することを意味する。本明細書のシリコーン化
合物は、従来の重合、つまり乳化重合によって調製されてよい。
【００７８】
  あるいは、本明細書で使用するためのシリコーン化合物は、２５℃で約１，０００～約
２，０００，０００平方ミリメートル毎秒（１，０００～約２，０００，０００センチス
トークス）、あるいは約１０，０００～約１，８００，０００平方ミリメートル毎秒（１
０，０００～約１，８００，０００センチストークス）、あるいは約２５，０００～約１
，５００，０００平方ミリメートル毎秒（２５，０００～約１，５００，０００センチス
トークス）の粘度を有する。この粘度は、その全体が参照により本明細書に組み込まれる
Ｄｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ  Ｃｏｒｐｏｒａｔｅ試験法ＣＴＭ０００４（１９７０年７月２
０日）に記述されているガラスキャピラリー粘度計を用いて測定することができる。高分
子量のシリコーン化合物は、乳化重合によって調製されてよい。
【００７９】
  本明細書で有用なシリコーン化合物としては、ポリアルキルポリアリールシロキサン、
ポリアルキレンオキシド変性シロキサン、シリコーン樹脂、アミノ置換シロキサン、及び
これらの混合物が挙げられる。あるいは、シリコーン化合物は、ポリアルキルポリアリー
ルシロキサン、ポリアルキレンオキシド変性シロキサン、シリコーン樹脂、及びこれらの
混合物からなる群から選択され、あるいは１つ又は２つ以上のポリアルキルポリアリール
シロキサンからなる群から選択される。
【００８０】
  本明細書で有用なポリアルキルポリアリールシロキサンとしては、下記構造（ＸＩＶ）
を有するものが挙げられる。
【００８１】
【化４】

　式中、Ｒは、アルキル又はアリールであり、ｘは、約７～約８，０００の整数である。
Ａは、シリコーン鎖の末端を封鎖する基を表す。シロキサン鎖上（Ｒ）又はシロキサン鎖
の末端（Ａ）において置換されるアルキル又はアリール基は、得られるシリコーンが室温
で流体のままであり、分散性があり、毛髪に適用されたときに刺激性がなく、毒性もその
他の害もなく、組成物の他の構成成分と相溶性があり、通常の使用及び保管条件下で化学
的に安定であり、毛髪に付着して毛髪の状態を整える限り、いかなる構造をも有すること
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ができる。好適なＡ基としては、ヒドロキシ、メチル、メトキシ、エトキシ、プロポキシ
、及びアリールオキシが挙げられる。ケイ素原子上の２つのＲ基は、同一の基又は異なる
基を表してもよい。あるいは、２つのＲ基は、同一の基を表す。好適なＲ基としては、メ
チル、エチル、プロピル、フェニル、メチルフェニル、及びフェニルメチルが挙げられる
。好ましいシリコーン化合物は、ポリジメチルシロキサン、ポリジエチルシロキサン、及
びポリメチルフェニルシロキサンである。ジメチコンとしても知られるポリジメチルシロ
キサンが特に好ましい。使用され得るポリアルキルシロキサンとしては、例えば、ポリジ
メチルシロキサンが挙げられる。これらのシリコーン化合物は、例えば、Ｍｏｍｅｎｔｉ
ｖｅ  Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ  ＭａｔｅｒｉａｌｓからＥｌｅｍｅｎｔ  １４（登録商
標）シリーズで、及びＤｏｗ  ＣｏｒｎｉｎｇからＤｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇ  ２００シリ
ーズで入手可能である。例えば、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ  Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ  Ｍａｔ
ｅｒｉａｌｓからのＳＦ  １５５０メチルフェニル流体、又はＤｏｗ  Ｃｏｒｎｉｎｇか
らの５５６  Ｃｏｓｍｅｔｉｃ  Ｇｒａｄｅ  Ｆｌｕｉｄのポリメチルフェニルシロキサ
ンが、本明細書で有用である。
【００８２】
  毛髪の光沢特性を増強するために更に好ましいのは、高度にアリール化されたシリコー
ン化合物、例えば約１．４６以上、特に約１．５２以上の屈折率を有する高度にフェニル
化されたポリエチルシリコーンである。これらの高屈折率シリコーン化合物を使用すると
き、これらは、以下に記載するようにして展着剤、例えば界面活性剤又はシリコーン樹脂
と混合して表面張力を低下させ、この物質の膜形成能を高めなくてはならない。
【００８３】
  特に有用であり得る別のポリアルキルポリアリールシロキサンは、シリコーンゴムであ
る。「シリコーンゴム」という用語は、本明細書で用いるとき、２５℃で１，０００，０
００平方ミリメートル毎秒（１，０００，０００センチストークス）以上の粘度を有する
ポリオルガノシロキサン材料を意味する。本明細書に記載されるシリコーンゴムが上に開
示されたシリコーン化合物といくらかの重複を有する場合もあることが認識される。この
重複は、これら材料のいずれにおいても限定を意図しない。シリコーンゴムは、Ｐｅｔｒ
ａｒｃｈ、並びに１９７９年５月１日に発行されたＳｐｉｔｚｅｒらの米国特許第４，１
５２，４１６号、及びＮｏｌｌ，Ｗａｌｔｅｒ，Ｃｈｅｍｉｓｔｒｙ  ａｎｄ  Ｔｅｃｈ
ｎｏｌｏｇｙ  ｏｆ  Ｓｉｌｉｃｏｎｅｓ，Ｎｅｗ  Ｙｏｒｋ：Ａｃａｄｅｍｉｃ  Ｐｒ
ｅｓｓ  １９６８を含むその他の文献によって説明されている。Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ  Ｐ
ｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ  Ｍａｔｅｒｉａｌｓのシリコーンゴム製品データシートＳＥ  ３
０、ＳＥ  ３３、ＳＥ  ５４、及びＳＥ  ７６も、シリコーンゴムについて説明している
。記載された参照文献は全て、それらの全体が参照により本明細書に組み込まれる。「シ
リコーンゴム」は、典型的に、約２００，０００超、一般的には約２００，０００～約１
，０００，０００の質量分子量を有する。具体的な例としては、ポリジメチルシロキサン
、ポリ（ジメチルシロキサンメチルビニルシロキサン）コポリマー、ポリ（ジメチルシロ
キサンジフェニルシロキサンメチルビニルシロキサン）コポリマー、及びこれらの混合物
が挙げられる。
【００８４】
  本明細書で有用なポリアルキレンオキシド変性シロキサンとして、例えば、ポリプロピ
レンオキシド変性及びポリエチレンオキシド変性ポリジメチルシロキサンが挙げられる。
これらの材料は、ジメチコンコポリオールとしても知られる。
【００８５】
  高度に架橋されたポリマーシロキサン系であるシリコーン樹脂は、本明細書で有用であ
る。架橋は、シリコーン樹脂の製造中に、三官能性シラン及び四官能性シランを、一官能
性シラン若しくは二官能性シラン、又は一官能性シラン及び二官能性シランと共に組み込
むことによって導入される。当該技術分野において十分に理解されるように、シリコーン
樹脂をもたらすために要求される架橋度は、シリコーン樹脂に組み込まれる特定のシラン
単位によって異なる。概して、シリコーン材料が乾燥して剛性又は硬質膜になるように、
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ルの架橋）を有するシリコーン材料は、シリコーン樹脂とみなされる。酸素原子とケイ素
原子との比は、特定のシリコーン材料中の架橋レベルを示す。１個のケイ素原子につき少
なくとも約１．１個の酸素原子を有するシリコーン材料が、概して、本明細書におけるシ
リコーン樹脂である。あるいは、酸素原子：ケイ素原子の比は、少なくとも約１．２：１
．０である。シリコーン樹脂の製造に使用されるシランとしては、モノメチル－、ジメチ
ル－、トリメチル－、モノフェニル－、ジフェニル－、メチルフェニル－、モノビニル－
、及びメチルビニルクロロシラン、並びにテトラクロロシランが挙げられ、メチル置換シ
ランが最も一般的に用いられる。好ましい樹脂は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ  Ｐｅｒｆｏｒｍ
ａｎｃｅ  ＭａｔｅｒｉａｌｓよりＳＳ４２３０及びＳＳ４２６７として提供される。市
販のシリコーン樹脂は、概して、低粘度の揮発性又は不揮発性シリコーン流体中に溶解し
た形態で供給される。本明細書で用いるシリコーン樹脂は、当業者にとって容易に明らか
であるように、そのような溶解形態で供給され、本組成物に組み込まれなければならない
。理論によって束縛されることなく、シリコーン樹脂は、他のシリコーン化合物の毛髪へ
の付着を促進することができ、高い屈折率容量を有する毛髪の光沢度を高めることができ
ると考えられる。
【００８６】
  他の有用なシリコーン樹脂は、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ  Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ  Ｍａｔ
ｅｒｉａｌｓからＴｏｓｐｅａｒｌ（商標）として市販されている、ポリメチルシルセキ
オキサン（polymethylsilsequioxane）のＣＴＦＡ名を与えられている材料等のシリコー
ン樹脂粉末である。
【００８７】
  シリコーン樹脂を、当業者に「ＭＤＴＱ」命名法として知られている簡便な命名法シス
テムに従って好都合に識別することができる。このシステムでは、シリコーンは、シリコ
ーンを構成する種々のシロキサンモノマー単位の存在によって記載される。簡潔に言うと
、記号Ｍは一官能性単位（ＣＨ3）3ＳｉＯ0.5を表し、Ｄは二官能性単位（ＣＨ3）2Ｓｉ
Ｏを表し、Ｔは三官能性単位（ＣＨ3）ＳｉＯ1.5を表し、Ｑは四（quadri-）すなわち四
（tetra-）官能性単位ＳｉＯ2を表す。ダッシュ記号の付いた単位記号、例えば、Ｍ'、Ｄ
'、Ｔ'、及びＱ'は、メチル以外の置換基を表しており、出てくる度に具体的に定義され
なければならない。典型的な代替置換基としては、ビニル、フェニル、アミノ、ヒドロキ
シル等の基が挙げられる。種々の単位のモル比は、シリコーン単位の各種の総数若しくは
その平均を示す記号の下付き文字に関して、又は分子量と組み合わせて具体的に示される
比率としてのいずれかで、ＭＤＴＱシステムにおけるシリコーン物質の説明を完結する。
シリコーン樹脂中のＤ、Ｄ’、Ｍ、及び／又はＭ’に対するＴ、Ｑ、Ｔ’、及び／又はＱ
’の相対モル量が高いほど、架橋のレベルが高いことを示す。しかしながら、前述の通り
、架橋の総合的なレベルは、酸素対ケイ素比で表すこともできる。
【００８８】
  本明細書で用いる好ましいシリコーン樹脂は、ＭＱ、ＭＴ、ＭＴＱ、ＭＱ、及びＭＤＴ
Ｑ樹脂である。したがって、好ましいシリコーン置換基は、メチルである。ＭＱ樹脂が特
に好ましく、Ｍ：Ｑ比は、約０．５：１．０～約１．５：１．０であり、樹脂の平均分子
量は、約１０００～約１０，０００である。
【００８９】
  本明細書で有用なアミノ置換シロキサンとして、下記構造（ＸＶ）によって表されるも
のが挙げられる。
【００９０】
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【化５】

式中、Ｒは、ＣＨ3又はＯＨであり、ｘ及びｙは、分子量に依存する整数であり、平均分
子量は、代案として約５，０００～１０，０００であり、ａ及びｂの両方が、２～８の整
数を示す。このポリマーは、「アモジメチコン」としても知られる。
【００９１】
  好適なアミノ置換シロキサン流体として、次式（ＸＶＩ）によって表されるものが挙げ
られる。
  （Ｒ1）aＧ3-a－Ｓｉ－（－ＯＳｉＧ2）n－（－ＯＳｉＧb（Ｒ1）2-b)m－Ｏ－ＳｉＧ3-

a（Ｒ1）a（ＸＶＩ）
  式中、Ｇは、水素、フェニル、ＯＨ、Ｃ1～Ｃ8アルキル、あるいはメチルからなる群か
ら選択され、ａは、０、又は１～３、あるいは１の値を有する整数であり、ｂは、０、１
、又は２、あるいは１であり、ｎは、０～１，９９９の数であり、ｍは、０～１，９９９
の整数であり、ｎとｍとの合計は、１～２，０００の数であり、ａ及びｍは、両方とも０
ではなく、Ｒ1は、式ＣｑＨ2qＬの一価ラジカルであり、ここでｑは２～８の整数であり
、Ｌは、
  －Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－Ｎ（Ｒ2）2、
  －Ｎ（Ｒ2）2、
  －Ｎ（Ｒ2）＋3Ａ

-、及び
  －Ｎ（Ｒ2）ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＲ2Ｈ＋Ａ-

  の基から選択され、ここでＲ2は、水素、フェニル、ベンジル、飽和炭化水素ラジカル
、あるいは１～２０個の炭素原子を含有するアルキルラジカルからなる群から選択され、
Ａ-はハロゲン化物イオンを表す。
【００９２】
  非常に好ましいアミノシリコーンは、式（ＸＶＩ）に対応するものであり、式中、ｍは
０であり、ａは１であり、ｑは３であり、Ｇはメチルであり、ｎは代案として約１５００
～約１７００、あるいは約１６００であり、Ｌは－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ2、あるいは
－ＮＨ2である。別の非常に好ましいアミノシリコーンは、式（ＸＶＩ）に対応するもの
であり、式中、ｍは０であり、ａは１であり、ｑは３であり、Ｇはメチルであり、ｎは代
案として約４００～約６００、あるいは約５００であり、Ｌは－Ｎ（ＣＨ3）2又は－ＮＨ

2、あるいは－ＮＨ2である。このような非常に好ましいアミノシリコーンは、シリコーン
鎖の一端又は両端が窒素含有基で終結するため、末端アミノシリコーンと呼ばれる場合も
ある。
【００９３】
  式（ＸＶＩ）に対応する特に好ましいアミノ置換シロキサンは、「トリメチルシリルア
モジメチコン」として知られる、式（ＸＶＩＩ）のポリマーである。
【００９４】
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【化６】

【００９５】
  この式中、ｎ及びｍは、所望の化合物の分子量に依存して選択され、ａ及びｂの両方は
、２～８の整数を示す。
【００９６】
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物の一実施形態では、シリコーン化合物は、
シリコーンエマルションの形態の組成物中に含有される。本明細書のシリコーンエマルシ
ョンは、少なくとも界面活性剤と、シリコーン化合物と、水とを含む、予め分散された安
定なエマルションである。本明細書で有用な界面活性剤は、当業者に既知の任意のもので
ある。内相粘度が高いシリコーンエマルションが好ましい。好ましい一例は、Ｄｏｗ  Ｃ
ｏｒｎｉｎｇから入手可能な１２０，０００，０００平方ミリメートル毎秒（１２０，０
００，０００センチストークス）超の内相粘度を有するＨＭＷ２２２０である。
【００９７】
  他の変性シリコーン又はシリコーンコポリマーも本明細書で有用である。これらの例と
しては、米国特許第６，６０７，７１７号及び同第６，４８２，９６９号に開示されるシ
リコーン系第四級アンモニウム化合物（ケナン第四級化合物（Kennan quats））；ドイツ
特許第ＤＥ  １００３６５３３号に開示される末端四級シロキサン；米国特許第５，８０
７，９５６号及び同第５，９８１，６８１号に開示されるシリコーンアミノポリアルキレ
ンオキシドブロックコポリマー；米国特許第６，２０７，７８２号に開示される親水性シ
リコーンエマルション；並びに国際公開第２００４／０６２６３４号に開示される１つ又
は２つ以上の架橋した熊手又は櫛型シリコーンコポリマーセグメントから構成されるポリ
マーが挙げられる。
【００９８】
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物の代替的な実施形態では、上記のシリコー
ン系第四級アンモニウム化合物は、本明細書のＡ項（表題：第四級基を含有するシリコー
ンポリマー）に記載されるシリコーンポリマーと組み合わされてもよい。
【００９９】
  ２．ポリソルベート
  本明細書に記載されるパーソナルケア組成物は、レオロジー調節の観点からポリソルベ
ートを含有してよい。本明細書で有用な好ましいポリソルベートとして、例えば、ポリソ
ルベート－２０、ポリソルベート－２１、ポリソルベート－４０、ポリソルベート－６０
、及びこれらの混合物が挙げられる。ポリソルベート－２０が極めて好ましい。
【０１００】
  ポリソルベートは、代案として約０．０１重量％～約５重量％、あるいは約０．０５重
量％～約２重量％のレベルで本組成物中に含有され得る。
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【０１０１】
  ３．ポリプロピレングリコール
  本明細書で有用なポリプロピレングリコールは、約２００ｇ／モル～約１００，０００
ｇ／モル、あるいは約１，０００ｇ／モル～約６０，０００ｇ／モルの重量平均分子量を
有するものである。理論によって制限されることを意図するものではないが、本明細書に
おけるポリプロピレングリコールは、毛髪上に付着するか、若しくは毛髪内に吸収されて
保湿緩衝剤として作用し、かつ／又は１つ又は２つ以上の他の望ましいヘアコンディショ
ニング効果をもたらすと考えられる。
【０１０２】
  本明細書で有用なポリプロピレングリコールは、重合度及び他の部分が付着しているか
否かによって、水可溶性、水不溶性のいずれかであってよく、又は水への制限された溶解
度を有してもよい。ポリプロピレングリコールの水中への所望の溶解度は、ヘアケア組成
物の形態（例えば、リーブオン又はリンスオフ形態）に大きく依存する。例えば、リンス
オフヘアケア組成物では、本明細書におけるポリプロピレングリコールが、約２５℃にお
いて約１ｇ／水１００ｇ未満の水への溶解度、あるいは約０．５ｇ／水１００ｇ未満の水
への溶解度、あるいは約０．１ｇ／水１００ｇ未満の水への溶解度を有することが好まし
い。
【０１０３】
  ポリプロピレングリコールは、代案として本組成物の約０．０１重量％～約１０重量％
、あるいは約０．０５重量％～約６重量％、更にあるいは約０．１重量％～約３重量％の
レベルで、本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物中に含まれ得る。
【０１０４】
  ４．低融点油
  本明細書で有用な低融点油は、約２５℃未満の融点を有するものである。本明細書で有
用な低融点油は、約１０～約４０個の炭素原子を有する炭化水素；オレイルアルコール等
の約１０～約３０個の炭素原子を有する不飽和脂肪族アルコール；約１０～約３０個の炭
素原子を有する不飽和脂肪酸；脂肪酸誘導体；脂肪族アルコール誘導体；ペンタエリスリ
トールエステル油、トリメチロールエステル油、クエン酸エステル油、及びグリセリルエ
ステル油等のエステル油；ポリα－オレフィン油；並びにこれらの混合物からなる群から
選択される。本明細書において好ましい低融点油は、ペンタエリスリトールエステル油、
トリメチロールエステル油、クエン酸エステル油、及びグリセリルエステル油等のエステ
ル油；ポリα－オレフィン油；並びにこれらの混合物からなる群から選択される。
【０１０５】
  本明細書において特に有用なペンタエリスリトールエステル油及びトリメチロールエス
テル油としては、ペンタエリスリトールテトライソステアレート、ペンタエリスリトール
テトラオレエート、トリメチロールプロパントリイソステアレート、トリメチロールプロ
パントリオレエート、及びこれらの混合物が挙げられる。このような化合物は、Ｋｏｋｙ
ｏ  Ａｌｃｏｈｏｌから商標名ＫＡＫＰＴＩ、ＫＡＫＴＴＩで、及びＳｈｉｎ－ｎｉｈｏ
ｎ  Ｒｉｋａから商標名ＰＴＯ、ＥＮＵＪＥＲＵＢＵ  ＴＰ３ＳＯで入手可能である。
【０１０６】
  本明細書において特に有用なクエン酸エステル油としては、Ｂｅｒｎｅｌから商標名Ｃ
ＩＴＭＯＬ  ３１６で入手可能なクエン酸トリイソセチル、Ｐｈｏｅｎｉｘから商標名Ｐ
ＥＬＥＭＯＬ  ＴＩＳＣで入手可能なクエン酸トリイソステアリル、及びＢｅｒｎｅｌか
ら商標名ＣＩＴＭＯＬ  ３２０で入手可能なクエン酸トリオクチルドデシルが挙げられる
。
【０１０７】
  本明細書において特に有用なグリセリルエステル油としては、Ｔａｉｙｏ  Ｋａｇａｋ
ｕから商標名ＳＵＮ  ＥＳＰＯＬ  Ｇ－３１８で入手可能なトリイソステアリン、Ｃｒｏ
ｄａ  Ｓｕｒｆａｃｔａｎｔｓ  Ｌｔｄ．から商標名ＣＩＴＨＲＯＬ  ＧＴＯで入手可能
なトリオレイン、Ｖｅｖｙから商標名ＥＦＡＤＥＲＭＡ－Ｆで、又はＢｒｏｏｋｓから商
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標名ＥＦＡ－ＧＬＹＣＥＲＩＤＥＳで入手可能なトリリノレインが挙げられる。
【０１０８】
  本明細書において特に有用なポリα－オレフィン油としては、約５００の数平均分子量
を有するＰＵＲＥＳＹＮ  ６、及び約３０００の数平均分子量を有するＰＵＲＥＳＹＮ  
１００、及び約６０００の数平均分子量を有するＰＵＲＥＳＹＮ  ３００の商標名でＥｘ
ｘｏｎ  Ｍｏｂｉｌ  Ｃｏから入手可能なポリデセンが挙げられる。
【０１０９】
  ５．カチオン性ポリマー
  本明細書で有用なカチオン性ポリマーは、少なくとも約５，０００、典型的には約１０
，０００～約１０百万、あるいは約１００，０００～約２百万の重量平均分子量を有する
ものである。
【０１１０】
  好適なカチオン性ポリマーとしては、例えば、カチオン性アミン又は第四級アンモニウ
ム官能基を有するビニルモノマーと、水溶性スペーサーモノマー（例えば、アクリルアミ
ド、メタクリルアミド、アルキル及びジアルキルアクリルアミド、アルキル及びジアルキ
ルメタクリルアミド、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート、ビニルカプロラ
クトン、及びビニルピロリドン等）とのコポリマーが挙げられる。他の好適なスペーサー
モノマーとしては、ビニルエステル、ビニルアルコール（ポリビニルアセテートの加水分
解によって作製される）、無水マレイン酸、プロピレングリコール、及びエチレングリコ
ールが挙げられる。本明細書で有用な他の好適なカチオン性ポリマーとしては、例えば、
カチオン性セルロース、カチオン性デンプン、及びカチオン性グアーガムが挙げられる。
【０１１１】
  ６．ポリエチレングリコール
  ポリエチレングリコールも追加の構成成分として使用できる。特に好ましい本明細書で
有用なポリエチレングリコールは、ｎが約２，０００の平均値を有するＰＥＧ－２Ｍ（Ｐ
ＥＧ－２Ｍは、Ｕｎｉｏｎ  ＣａｒｂｉｄｅのＰｏｌｙｏｘ  ＷＳＲ（登録商標）Ｎ－１
０として、及びＰＥＧ－２，０００としても知られる）；ｎが約５，０００の平均値を有
するＰＥＧ－５Ｍ（ＰＥＧ－５Ｍは、両方ともＵｎｉｏｎ  ＣａｒｂｉｄｅのＰｏｌｙｏ
ｘ  ＷＳＲ（登録商標）Ｎ－３５及びＰｏｌｙｏｘ  ＷＳＲ（登録商標）Ｎ－８０、並び
にＰＥＧ－５，０００及びポリエチレングリコール３００，０００としても知られる）；
ｎが約７，０００の平均値を有するＰＥＧ－７Ｍ（ＰＥＧ－７Ｍは、Ｕｎｉｏｎ  Ｃａｒ
ｂｉｄｅのＰｏｌｙｏｘ  ＷＳＲ（登録商標）Ｎ－７５０としても知られる）；ｎが約９
，０００の平均値を有するＰＥＧ－９Ｍ（ＰＥＧ－９Ｍは、Ｕｎｉｏｎ  Ｃａｒｂｉｄｅ
のＰｏｌｙｏｘ  ＷＳＲ（登録商標）Ｎ－３３３３としても知られる）；並びに、ｎが約
１４，０００の平均値を有するＰＥＧ－１４Ｍ（ＰＥＧ－１４Ｍは、Ｕｎｉｏｎ  Ｃａｒ
ｂｉｄｅのＰｏｌｙｏｘ  ＷＳＲ（登録商標）Ｎ－３０００としても知られる）である。
本明細書で用いるとき、「ｎ」は、ポリマー中のエチレンオキシド単位の数を指す。
【０１１２】
  使用方法
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、従来の方法で使用されて、コ
ンディショニング効果及びその他の効果をもたらす。このような使用方法は、使用する組
成物の種類に依存するが、一般に、有効量の製品を毛髪又は頭皮に塗布することを伴い、
その後、該製品は、毛髪若しくは頭皮からすすぎ落とされてもよく（ヘアリンスの場合）
、又は毛髪若しくは頭皮に残したままにされてもよい（ジェル、ローション、クリーム、
及びスプレーの場合）。「有効量」は、乾燥コンディショニング効果をもたらすのに十分
な量を意味する。一般に、約１ｇ～約５０ｇが毛髪又は頭皮に塗布される。
【０１１３】
  組成物を、毛髪の乾燥前の濡れた毛髪又は湿った毛髪に塗布してよい。典型的には、組
成物は、毛髪のシャンプー後に用いられる。典型的には毛髪若しくは頭皮を擦る、又は毛
髪若しくは頭皮をマッサージすることによって、組成物を毛髪又は頭皮全体に広げる。こ
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ングする。別の方法では、組成物を乾いた毛髪に塗布し、その後ユーザーの嗜好に従って
、毛髪を梳かす又はスタイリングする。
【０１１４】
  製品形態
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、リンスオフ製品又はリーブオ
ン製品の形態であり得、不透明であり得、クリーム、ゲル、エマルション、ムース、及び
スプレーを含むがこれらに限定されない広範な製品形態で配合され得る。
【０１１５】
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、更に、上に定義した少なくと
も１つのポリオルガノシロキサン化合物及び／又は少なくとも１つのポリオルガノシロキ
サン組成物を含む水性エマルションに関する。あるいは、このような水性エマルションは
、エマルションの総重量に基づいて少なくとも３０重量パーセント、あるいは少なくとも
５０重量パーセント、更にあるいは少なくとも８０重量パーセントの水を含む。
【０１１６】
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、リンスオフ製品及びリーブオ
ン製品に好適であり得、リンスオフコンディショナーの形態の製品を製造するのに特に有
用である。
【０１１７】
  非限定的な実施例
  以下の実施例及び表に例示される組成物は、本明細書に記載されるヘアコンディショニ
ング組成物の特定の実施形態を例示するが、これらに限定することを意図するものではな
い。当業者によって、本発明の趣旨及び範囲から逸脱することなく他の変更がなされ得る
。
【０１１８】
  下記実施例に示された組成物は、従来の配合及び混合方法により調製され、その実施例
は以下に記載される。特に規定のない限り、例示した全ての量は、重量パーセントで列記
され、希釈剤、防腐剤、着色剤溶液、イメージ成分、植物等の微量物質は除外する。
【０１１９】
  以下の例示的なシリコーン第四級ポリマーＡ～Ｅは全て、以下の構造及び表１に列記さ
れる置換基を含む。
  Ｍ－Ｙ－［－（Ｎ+Ｒ2－Ｔ－Ｎ+Ｒ2）－Ｙ－］m－［－（Ｎ+Ｒ2

2－Ａ－Ｅ－Ａ'－Ｎ+Ｒ
2
2）－Ｙ－］k－Ｍ

【０１２０】
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【表１】

【０１２１】
【表２】

1  Ｔｈｅ  Ｄｏｗ  Ｃｈｅｍｉｃａｌ  Ｃｏｍｐａｎｙ製のＴｅｒｇｉｔｏｌ  １５－
Ｓ－５
  2  Ｔｈｅ  Ｄｏｗ  Ｃｈｅｍｉｃａｌ  Ｃｏｍｐａｎｙ製のＴｅｒｇｉｔｏｌ  １５
－Ｓ－１２
【０１２２】
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【表３】

　「あるいは」、「通常」、「概して」、「一般的に」、及び「典型的に」等の用語が、
特許請求される本発明の範囲を限定するために、又はある特定の特徴が、特許請求される
本発明の構造若しくは機能にとって重大、必須、若しくは更には重要であることを暗示す
るために、本明細書において用いられるものではないことに更に留意されたい。むしろ、
これらの用語は、本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物の特定の実施形態
に用いられても用いられなくてもよい代替的又は追加の特徴を強調することを意図するに
すぎない。
【０１２３】
  本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物を説明及び定義する目的のために
、「実質的に」という用語は、任意の定量的比較、値、測定値、又は他の表現に帰属し得
る固有の不確定性の度合を表すために、本明細書において用いられることに更に留意され
たい。「実質的に」という用語は、本明細書において、定量的表現が、論争中の主題の基
本的機能の変化を生じさせることなく規定の基準から変動し得る程度を表すためにも用い
られる。
【０１２４】
  本発明の詳細説明及びその特定の実施形態への参照により、添付の特許請求の範囲にお
いて定義される本発明の範囲から逸脱することなく修正及び変更が可能であることは明ら
かであろう。より具体的には、本明細書に記載されるヘアコンディショニング組成物のい
くつかの態様が好ましい又は特に有利であるとして本明細書では規定されているが、本明
細書に記載されるヘアコンディショニング組成物は、本発明のこれらの好ましい態様に必
ずしも限定されないことが企図される。
【０１２５】
  「発明を実施するための形態」に引用した全ての文献は、関連部分において参照により
本明細書に組み込まれるが、いずれの文献の引用も、それが本明細書に記載されるヘアコ
ンディショニング組成物に関して先行技術であることを容認するものとして解釈されるべ
きではない。本明細書における用語のいずれかの意味又は定義が、参照により組み込まれ
る文献中の用語のいずれかの意味又は定義と対立する場合、本明細書中の用語に付与され
た意味又は定義が優先するものとする。



(26) JP 6644100 B2 2020.2.12

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100111648
            弁理士　梶並　順
(74)代理人  100122437
            弁理士　大宅　一宏
(72)発明者  マイケル　アルバート　スナイダー
            アメリカ合衆国　４５２０２　オハイオ州　シンシナティ　ワン　プロクター　アンド　ギャンブ
            ル　プラザ（番地なし）
(72)発明者  マーサ　ジェーン　ウィーバー
            アメリカ合衆国　４５２０２　オハイオ州　シンシナティ　ワン　プロクター　アンド　ギャンブ
            ル　プラザ（番地なし）

    審査官  ▲高▼　美葉子

(56)参考文献  特表２０１０－５２４９１８（ＪＰ，Ａ）　　　
              米国特許出願公開第２０１１／０１３５５８８（ＵＳ，Ａ１）　　
              特表２００８－５４２４００（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００６－５２５３９７（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表平１１－５００４６１（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　８／００－８／９９
              Ａ６１Ｑ　　１／００－９０／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

